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IHC 1:100-1:300,ICC/IF 1:50-1:200,ELISA 1:20000-1:40000
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TXK; PTK4; RLK; Tyrosine-protein kinase TXK; Protein-tyrosine kinase 4; Resting lymphocyte
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	触媒活性:ATP + a [タンパク質]-L-チロシン = ADP + a [タンパク質]-L-チロシンリン酸。,類似性:タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。 Tyr タンパク質キナーゼファミリー。 TEC サブファミリー。,類似性: 1 つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,類似性: 1 つの SH2 ドメインを含みます。,類似性: 1 つの SH3 ドメインを含みます。,組織特異性: T 細胞および一部の骨髄細胞株で発現します。,触媒活性:ATP + a [タンパク質]-L-チロシン = ADP + a [タンパク質]-L-チロシンリン酸。,類似性:タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。 Tyr タンパク質キナーゼファミリー。 TEC サブファミリー。,類似性: 1 つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,類似性: 1 つの SH2 ドメインを含みます。,類似性: 1 つの SH3 ドメインを含みます。,組織特異性: T 細胞および一部の骨髄細胞株で発現します。,
	研究分野
	白血球の内皮透過性遊走;
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト卵巣腫の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、45分）。

